


継続する被災地支援（宮城県東松島市）

ボランティア活動に参加して
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当初は事業化までは考えず、

地域の皆さんが元気になれ

ばと思ってスタートしたプロ

ジェクトでした。岡田美里さ

んや刺繍糸メーカーのDMC

さんの協力を得て、おたがい

に技術を教え合い、手が空い

ている人が小さなお子さん

を見てあげるなど助け合い

ながら少しずつ活動の輪を

広げ、販路の拡大や企業さん

とのタイアップも進めてきました。現在では73名のメンバー

のうち29名が指導者の資格「刺繍メンター」を有しています。

産業を興しただけでなく、子育て世代の女性が社会で活躍で

きる機会を創出したことに高い評価をいただいています。

そしてこのたび、事業活動および情報発信の拠点として

「DMCショップ東松島店 ステッチガールズカフェ」がオープン

しました。ステッチガールズのメンバーが制作だけでなく事業

全体に主体的に関わるようになり、いずれは「刺繍と言えば

東松島」と呼ばれる産業に育てられたらと考えています。

以前からグループのボランティア活動に関心はあり、本社

への異動を機に参加しました。常総市では床上浸水した

家の床をめくってニスを塗る作業をしました。深刻な被害

を目の当たりにして、私たちはいざという

ときにお客さまの安全をどう守るべきか、

あらためて考えさせら

れました。

被災から約2ヶ月経つ常総市を訪れましたが、仕事を終えて

からの復旧作業が毎日続く家主のご主人はひどくお疲れで

した。何かできるのかとためらうのではなく、参加してできる

ことをやればよいと感じました。他の社会貢

献活動も、できることはどんどんやろうと思

うようになりました。

初めて会う現地の方に信用していただけるか少し心配で

したが、私が身につけていたビブスを見て「イオンの方

が来てくれたんですね !」と安心していただ

けました。会社への社会的な信頼を感じ、

その信頼をさらに高めてい

くことができるよう取り組

みたいと思いました。

福島へ行くと言うと小中学生の娘たちに心配されました

が、作業する場所の線量が掲示され、安心して参加できる

環境でした。バスから見た帰還困難区域の光景は凄まじ

く、普通の生活がいかに幸せか実感しまし

た。一歩踏み出す勇気をもって参加してよ

かったと思います。

震災当時はオランダ在住で、現地にてボランティア活動を

行いました。今回初めて被災地を訪問し実際に南相馬の

お宅で作業することで、原発事故の深刻さを実感しまし

た。現地の方にお願いされた通り、自分で

見たことを数多くの人に伝えていこうと思

います。

個人で参加するきっかけを見つけられず、会社での募集に

ありがたく参加しました。震災当時から放置されたビニー

ルハウスや畑を片付けたのですが、体力的

にはきつかったですね。帰ってから所属部

署で報告をしたところ、

上司や同僚が熱心に耳

を傾けてくれました。

2013年にタレントの岡田美里さんの呼びかけではじまり、一般社団法人 東松島みらいとし機構が運営する「東松島ステッチ

ガールズプロジェクト」。デンマークの伝統的なクロスステッチ刺繍によって、

地域の女性のための新たな産業を興し活躍の機会を創出する取り組みです。

2014年6月に復興庁から「新しい東北」先導モデル事業に選出され、現在で

は73名の女性がステッチガールズとして活動に参加しています。当社では、

震災後に取り組んできた東松島市への支援を継続すべく、首都圏のモールで

ワークショップや展示販売会を実施するなど、同プロジェクトの活動を広く

お客さまにご紹介しています。

東松島・小野駅前応急仮設住宅でお母さんたちがつくるソッ

クモンキー「おのくん」、また復興に向けた活動を継続・発展

するための拠点「空の駅」の建設に、全国のイオンモールか

ら大きなご支援をいただいています。いつもありがとうござ

います。「おのくん」を通じてたくさんのご縁を作ってきた仮

設住宅では、すべての住民の新たな住居区画が決定し、転居

に向けた準備を進めているところです。2015年5月30日に

はJR仙石線運行再開に合わせて小野駅前に「空の駅」の看

板を掲げたプレハブを建設し、仮設住宅と合わせて年間約2

万人の方にお越しいただいています。いずれは、東松島の農

作物や海産物を味わってい

ただけるような「空の駅」を

建設し、訪れる方と住む方の

交流をさらに深めていきた

いと考えています。引き続き

ご支援をよろしくお願いい

たします。

東日本大震災の復旧・復興をめざすイオングループの「心をつなぐプロ

ジェクト」では、2015年度に10回にわたってのべ566名のボランティアを

福島県南相馬市などへ派遣。また、2015年9月の豪雨で堤防が決壊し

被害に見舞われた茨城県常総市にもボランティアを派遣しました。
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新たな交流拠点の創造をめざして

クロスステッチで東松島に新たな産業を

家族のいない昼間に制作をしてい

ますが、カフェに来るといつも誰か

がいて、仕事以外の話もできて楽し

いですね。東京に出張するメンバー

がいるなど、いつのまにか活動の規

模が広がったことに

驚いています。

去年から参加して、先輩から教わり

ながら腕を磨いています。自分で

使うものではなく仕事ですから品

質や納期に対する責任も感じます

が、みなさんの雰囲気がとても明

るく、楽しく活動で

きています。

クロスステッチは以前から好きでし

た。自分が作ったものが商品として

誰かの手に渡っていると思うとうれ

しいですね。カフェの担当になって、

手芸屋さんになるという子どもの

頃の夢までかなえる

ことができました。

一般社団法人 
東松島みらいとし機構
芳賀 朋子様
福嶋 正義様
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東松島ステッチガールズのみなさん

ご支援をよろしくお願いい
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